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一般質問一般質問

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

大
規
模
災
害
時
、

　

避
難
所
の
更
な
る
環
境
改
善
を
‼

　

国
に
お
い
て
、
令
和
６
年
12
月
に
避
難
所
の
運
営
指
針
を
改

定
し
、
被
災
者
が
尊
厳
な
る
生
活
を
営
め
る
最
低
基
準
を
示
す
、

ス
フ
ィ
ア
基
準
を
取
り
入
れ
た
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
相
馬

市
の
避
難
所
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
や
ト
イ
レ
の
数
、
災
害
発
生
時

の
孤
立
地
域
の
現
状
等
に
つ
い
て
、
市
の
所
見
を
伺
う
。

↑こちらから↑

無会派

高橋利宗 議員
が問う！

無会派

中島孝 議員
が問う！

賃
上
げ
支
援
の
取
り
組
み
を

国
、
県
に
求
め
る
件
に
つ
い
て

が
ん
ば
る
中
小
事
業
者
へ
の

　
　
　

賃
上
げ
支
援
策
が
必
要
‼

岩
手
県
は
令
和
５
年
12
月
議
会
で
「
物
価

高
騰
対
策
賃
上
げ
支
援
金
」
制
度
を
可
決

し
開
始
し
た
と
こ
ろ
、
想
定
を
大
き
く
上

回
る
申
請
が
あ
り
、
今
年
度
も
一
人
当
た

り
の
支
援
金
額
を
引
き
上
げ
て
継
続
実
施

Q.
　

岩
手
県
は
中
小
事
業
者
向
け
に
物
価
高
騰
対
策
賃
上
げ
支
援

金
事
業
を
独
自
に
始
め
た
。
こ
れ
は
、
昨
今
の
物
価
高
騰
に
よ

り
、
実
際
の
賃
上
げ
が
追
い
付
い
て
い
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、

岩
手
県
内
の
中
小
企
業
等
の
賃
上
げ
の
加
速
化
を
図
る
た
め
に

実
施
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
様
の
制
度
を
国
・
県
に
求
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
、
市
の
所
見
を
伺
う
。

A.

↓　動画は　↓

↑こちらから↑

にじ

横山和雄 議員
が問う！

公
共
下
水
道
配
管
の
維
持
管
理

に
つ
い
て

下
水
道
配
管
の
維
持
管
理
は

　

し
っ
か
り
行
わ
れ
て
い
る
の
か
‼

下
水
道
配
管
の
点
検
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

Q.
　

公
共
下
水
道
は
私
た
ち
の
生
活
環
境
、
そ
し
て
地
球
環
境
を

守
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
本
年
１
月
に
、
埼
玉
県
八

潮
市
で
下
水
道
管
の
一
部
破
損
に
よ
り
道
路
陥
没
事
故
が
発
生

し
、
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
が
行
方
不
明
と
な
る
痛
ま
し
い
事
故

が
あ
っ
た
。
こ
の
事
故
を
踏
ま
え
、
公
共
下
水
道
の
安
全
性
は

し
っ
か
り
と
担
保
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
本

市
下
水
道
管
の
維
持
管
理
状
況
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
は
重
要

と
考
え
、
質
問
す
る
。

A.
今
後
の
下
水
道
配
管
の
更
新
予
定
に
つ
い
て

伺
う
。

Q.
　
　
　
　

当
市
の
下
水
道
管
の
更
新
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　
　
　

は
、
今
後
、
国
の
方
針
に
基
づ
き
、
管
路
の
長
寿
命
化

計
画
で
あ
る
管
路
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
取
り
ま
と

め
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
計
画
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
く
。

　

次
に
、
更
新
方
法
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
へ
の
影
響
や
コ
ス

ト
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
全
面
的
な
管
の
入
れ
替
え
で
は

な
く
、
管
の
内
側
か
ら
補
修
す
る
工
法
を
中
心
に
検
討
し
て
い

く
。
な
お
、
更
新
に
必
要
な
財
源
に
つ
い
て
は
、
国
庫
補
助
事

業
を
最
大
限
に
活
用
す
る
。
補
助
率
は
２
分
の
１
で
あ
り
、
残

り
の
地
方
負
担
分
は
地
方
債
の
活
用
と
地
方
交
付
税
措
置
を
見

込
ん
で
い
る
。
耐
震
化
も
並
行
し
て
進
め
、

二
重
投
資
な
ど
を
避
け
る
た
め
、
更
新
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
精
査
し
、
他
地
域
の
先
進

事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　

今
般
の
埼
玉
県
で
の
道
路
陥
没
事
故
を
受
け
、市
は
、

A.

　
　
　
　

市
は
、
昨
今
の
物
価
高
騰
に
よ
り
、
実
際
の
賃
金
上

　
　
　

昇
が
物
価
の
上
昇
に
追
い
付
か
ず
、
勤
労
者
を
は
じ
め

と
す
る
市
民
生
活
は
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
ま
た
、
中
小
企
業
や
零
細
企
業
側
も
、
経
費
の
増
大
な

ど
に
よ
り
賃
上
げ
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
と
推
察
し
て
い
る
。

　

こ
の
岩
手
県
に
お
け
る
賃
上
げ
支
援
制
度
に
関
し
て
は
、
一

定
の
効
果
が
み
ら
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
と
し
て
は
、
賃
金
の
件
に
関
し
て
は
、

福
島
県
が
同
様
の
制
度
創
設
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
福
島
県

商
工
会
議
所
連
合
会
が
主
体
と
な
っ
て
、
進
め
る
べ
き
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
相
馬
商
工
会
議
所
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え

て
、
県
市
長
会
に
図
る
べ
き
事
例
と
考
え
て
い
る
。

Q.
相
馬
市
が
地
域
防
災
計
画
に
規
定
さ
れ
て
い

る
避
難
所
生
活
が
長
期
化
に
な
っ
た
場
合
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

A.
　
　
　
　

令
和
６
年
12
月
に
改
訂
さ
れ
た
内
閣
府
の
避
難
生
活

　
　
　

取
組
指
針
で
は
被
災
者
が
健
康
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
ス

フ
ィ
ア
基
準
に
基
づ
く
体
制
整
備
が
自
治
体
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。
例
と
し
て
、一
人
当
た
り
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
は
３
．
５
㎡
、

ト
イ
レ
の
数
は
発
災
後
の
初
期
段
階
で
50
人
に
１
基
、
中
期
段

階
で
20
人
に
１
基
と
し
、
男
女
比
は
３
：
１
と
示
さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
は
東
日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
、
ス
フ
ィ
ア
基
準
に

沿
っ
た
避
難
所
開
設
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
感
染

症
対
策
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
簡
易
テ
ン

ト
や
十
分
な
休
息
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
肝
要
と
考
え
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
、
人
命
優
先
を
第
一

に
考
え
、
引
き
続
き
病
院
や
医
師
会
な
ど
と
連
携
し
、
国
や
県

の
計
画
改
正
に
沿
っ
て
相
馬
市
地
域
防
災
計
画
を
改
正
し
、
避

難
者
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

↓　動画は　↓

↓　動画は　↓

↑こちらから↑

本
会
議
に
お
け
る
一
般
質
問
は
、
登
壇
か
ら
質
問
、
答
弁
を
含
め
１
時
間
以
内
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
馬
市
議
会
で
は
一
般
質
問
・
質
疑
は
通
告
す
る
こ
と
が
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

A.
新
た
な
土
砂
災
害
の
発
生
の
恐
れ
の
あ
る
箇

所
の
県
の
調
査
状
況
と
孤
立
地
域
の
現
状
に

つ
い
て
伺
う
。

Q.
　
　
　
　

令
和
６
年
６
月
に
県
が
公
表
し
た
新
た
な
土
砂
災
害

　
　
　

の
発
生
の
恐
れ
の
あ
る
箇
所
は
、
あ
く
ま
で
も
航
空
測

量
デ
ー
タ
に
基
づ
く
推
定
で
あ
る
。

　

市
は
公
表
を
受
け
、
該
当
箇
所
に
あ
る
人
家
や
事
業
所
へ
戸

別
訪
問
に
よ
る
内
容
説
明
と
注
意
喚
起
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

令
和
７
年
度
か
ら
県
が
重
点
的
に
調
査
を
予
定
し
て
お
り
、
本

市
で
は
約
30
箇
所
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　

孤
立
地
域
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
３
月
議
会
で
孤
立
し
た

事
例
２
箇
所
を
報
告
し
た
が
、
今
回
、
新
た
に
孤
立
の
恐
れ
が

あ
る
地
域
と
し
て
岩
子
地
区
、
山
上
字
中
井
塚
地
区
、
玉
野
字

副
霊
山
地
区
の
３
箇
所
を
県
に
報
告
し
公
表
し
た
。

　

市
は
災
害
に
よ
り
、
孤
立
地
域
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場

合
は
、
早
期
避
難
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
孤
立
す
る
恐
れ
の
あ
る
地
域
に
対
し
、
早
期
避

難
の
た
め
の
情
報
提
供
と
の
備
蓄
品
を
確
保

し
、
自
助
及
び
共
助
の
取
組
を
し
て
も
ら
う

よ
う
引
き
続
き
呼
び
か
け
て
い
く
。

独
自
に
緊
急
点
検
を
実
施
し
た
。
具
体
的
に
は
、
下
水
道
接
続

者
が
多
く
、
管
の
口
径
が
比
較
的
大
き
い
主
要
幹
線
の
区
間
、

約
33
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お
い
て
道
路
上
か
ら
路
面
変
状
が
無
い

か
を
確
認
し
た
。
点
検
の
結
果
、
対
応
を
要
す
る
不
具
合
等
は

確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
事
故
以
前
か
ら
の
調
査
と
し
て
、
令
和
２
年
度
か
ら

マ
ン
ホ
ー
ル
と
そ
の
管
口
調
査
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
管
口
調
査
は
、マ
ン
ホ
ー
ル
に
接
続
し
て
い
る
管
の
上
流
・

下
流
、
見
え
る
範
囲
に
異
常
が
な
い
か
を
目
視
に
よ
り
確
認
す

る
調
査
で
あ
る
。
主
要
幹
線
の
マ
ン
ホ
ー
ル
を
中
心
に
、
令
和

２
年
度
は
、
92
箇
所
、
令
和
３
年
度
は
26
箇
所
、
令
和
４
年
度

は
16
箇
所
、
令
和
５
年
度
は
90
箇
所
、
令
和
６
年
度
は
67
箇
所

の
マ
ン
ホ
ー
ル
に
お
い
て
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、カ
メ
ラ
を
活
用
し
た
管
路
内
の
点
検
に
つ
い
て
も
、

実
施
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の

質

問

○ 

若
者
定
着
の
施
策
に
つ
い
て

し
て
い
る
。

経
済
低
迷
の
突
破
点
と
な
る
同
種
制
度
の

創
設
を
国
、
県
に
求
め
る
考
え
は
な
い
か

伺
う
。


